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O
宮
本
文
哉
氏
は
昭
和
十
宜
年
四
月
=
一
十
日
付
を

M
て
経
融
制
車
部
講
師
を

喝
詑
ぜ
ち
る
。

O
大
事
院
入
串
許
可
(
経
済
胤
中
部
所
属
)
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北

村
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経

済

畢

曾

O
五
月
例
曾
五
月
七
日
(
火
)
午
後
五
時
宇
よ

n瞳
友
脅
館
に
卦
て
静
岡

助
教
授
・
松
井
講
師
並
に
本
年
度
大
皐
院
新
入
畢
生
叡
迎
曾
を
兼
ね
て
経

済
串
曾
例
骨
を
開
催
し
た
。
先
づ
谷
口
部
長
の
軟
自
の
僻
に
次
い
で
、
静

岡
助
教
授
・
松
井
講
師
併
に
新
入
製
生
町
謝
酔
及
自
己
紹
介
を
以
て
一
鹿

歓
迎
曾
を
移
り
少
憩
に
入

zh。

七
時
十
五
分
よ
り
例
曾
に
入
り
、
「
北
支
満
洲
管
且
」
と
題
し
て
中
谷
助

教
授
・
佐
渡
助
教
授
白
報
告
が
あ
っ
た
。

先
づ
佐
世
助
教
授
は
起
っ
て
、
天
樟
を
中
心
と

L
て
見
た
北
文
の
保
険

市
揚
、
並
に
新
京
及
び
奉
天
在
中
心
と
し
て
見
た
誠
洲
の
保
険
市
場
町
凶

際
性
に
就
て
遮
ベ
、
ヰ
着
喪
本
商
祉
の
低
枚
、
英
米
費
本
商
枇
に
と
っ
て

第
五
十
巻

第
六
競

"、

七
八
八

代
ら
ん
と
す
る
日
本
系
費
本
骨
祉
の
話
出
、
並
に
耕
し
い
危
険
と
高
度
の

危
険
の
分
散
白
一
筋
に
再
保
険
白
間
向
著
る
し
〈
、
昧
に
、
満
洲
に
於
て
は

最
近
ζ

れ
を
保
険
統
制
の
名
の
下
に
成
文
と
し
て
ゐ
る
に
至
っ
た
事
を
撞

ペ
、
主
ぎ
に
北
支
満
洲
目
新
し
い
危
険
及
高
度
目
危
険
の
原
閃
を
解
明
し

て
一
、
治
安
田
不
確
立
一
一
、
運
訟
業
務
従
業
員
の
量
的
質
的
低
劣
三
、

埠
頭
・
倉
庫
勢
輪
設
貯
蔵
設
備
白
不
完
全
四
、
聯
銀
券
の
慣
値
下
落
に

伴
ふ
矯
替
の
危
険
を
間
帯
げ
ら
れ
、
最
後
に
助
致
授
は
此
の
接
行
に
於
て
串

間
的
方
面
以
外
に
も
多
く
白
慨
噛
を
得
ら
れ
た
事
を
述
4

て
結
ぼ
れ
た
。

中
谷
刷
教
授
は
漫
談
的
に
と
冒
頭
し
て
北
京
並
に
渦
洲
の
物
償
問
題
並

に
日
本
人
の
偏
狭
な
る
性
格
に
就
て
の
目
下
の
閥
心
事
を
興
味
深
〈
遮
べ

ら
れ
、
主
づ
北
京
の
償
格
の
一
骨
賞
品
的
伺
格
な
る
事
を
指
摘
し
、
最
近
の

物
情
騰
貨
の
原
悶
を
去
の
七
に
求
め
ら
れ
た
。
削
ち
一
、
作
股
上
町
要
求

二
、
奥
地
か
ら
の
遺
品
目
減
少
を
其
の
大
手
筋
へ
の
偏
在
=
今
、
話
貨
数

量
目
指
大
四
、
掴
貨
流
通
蓮
庇
の
噌
大
|
|
聯
銀
券
へ
の
不
信
任
正
換

物
熱
王
、
山
東
苦
力
の
詮
金
六
、
北
支
商
業
資
本
の
満
州
に
於
け
る

利
潤
の
岡
肱
七
、
物
責
の
相
剖
的
両

9

で
あ
っ
て
、
此
が
劃
策
に
就

て
の
現
地
内
人
々
の
努
力
を
高
〈
評
慣
さ
れ
た
が
、
一
方
満
洲
に
於
け
る

大
豆
の
公
定
枇
買
債
格
を
例
に
間
帯
げ
て
統
制
の
拙
劣
さ
を
遮
べ
、
時
に
金

融
合
作
祉
と
農
事
合
作
祉
の
反
目
の
如
き
横
目
都
曲
目
統
制
に
舵
〈
る
事

を
指
摘
せ
ら
れ
た
。

場

f
て
質
問
に
入
担
、
九
時
十
主
分
多
大
の
感
銘
相
に
盛
大
な
る
本
骨

の
幕
を
閉
ぢ
た
。

常
目
白
閏
席
者
|
|
小
島
、
汐
見
、
石
川
、
#
口
、
八
木
、
柴
田
、
松



岡
、
大
場
、
堀
江
(
保
)
、
中
谷
、
佐
渡
、
穂
積
、
徳
永
、
静
岡
、
白
替
、

青
山
、
桂
井
、
同
#
、
出
口
、
鈴
木
、
明
江
(
英
)
、
憲
容
の
詩
先
生
。
尤

由
、
岡
本
、
尾
上
、
岡
部
、
大
橋
、
河
野
、
古
川
、
辻
、
巾
問
、
中
瀬
、

小
泉
、
青
盛
、
揮
峰
、
持
藤
、
=
一
谷
白
諸
氏
。
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